
１．距離の計算(光波測距儀の場合)

(１)光波測距儀の気象補正計算

(２)基準面上の距離の計算

別記　計算式



(３)距離計算に必要な高低角の補正量を求める計算



２．距離の計算(鋼巻尺使用の場合)

３．偏心補正計算

(１)正弦定理による計算

(２)二辺夾角による計算



(３)高度角の偏心補正計算

(４)偏心補正の符号

正とは、図Ａにおいて、偏心点で観測した水平角tに補正する。反とは、P2での水

平角に補正することを示す。

　＋は、計算した補正量の符号をそのまま加用する。－は、計算した補正量の符号を

反し加用することを示す。

B・C・P の関係 偏心角を測定した位置の区分

水平角観測を行っ

た観測点 B
測点の中心 C 目標の中心 P

(B ＝ P)  ≠ C
正　・　＋

反　・　＋

正　・　－

反　・　－

正　・　＋

反　・　＋

４．座標の近似値及び閉合差の計算（多角測量方式）



(１)方向角の計算

(２)方向角の閉合差

(３)座標の近似値の計算

(４)座標の閉合差



(５)座標の閉合比

(６)無方向トラバース(始点、終点で取付方向角なし)

５．標高の近似値及び閉合差の計算(多角測量方式)

(１)標高差の計算



(２)標高の閉合差

６．厳密網平均計算(水平)

(１)観測値を平面直角座標系上へ変換する補正計算

１）方向角の変換

２）距離の変換



(２)観測方程式

＜平均値・観測値・近似値等の関係＞



(３)観測値の重量

(４)観測方程式の係数

(５)方向角の観測方程式



(６)距離の観測方程式

(７)平均計算





７．厳密網平均計算(高低) 

(１)観測した高度角の標石上面への補正計算

(２)観測方程式



(３)平均計算



８．簡易網平均(水平及び高低)

(１)重量平均による方法(X、Y 型)



３）座標計算

① i 路線から求めた交点の座標

②交点における平均座標の計算

③各路線の閉合差

４）高低計算

① i 路線から求めた交点の標高

②交点における平均標高の計算



③各路線の閉合差

(２)観測方程式による方法





９．座標差による方向角及び基準面上の距離の計算

(１)基準面上の方向角

(２)基準面上の距離

(３)成果表に記載する縮尺係数



10．座標計算

(１)放射法

(２)交点計算



11．面積の計算

(１)座標法

12．ＧＮＳＳ測量機を使用した場合の計算

(１)座標系の変換

１)緯度、経度及び高さから地心直交座標系への変換

２）地心直交座標系から緯度、経度及び高さへの変換



３）�点検計算の許容範囲に使用する閉合差、較差及び環閉合差𝛥𝑋,𝛥𝑌,𝛥𝑍から𝛥𝑁,

𝛥𝐸,𝛥𝑈への変換計算

①既知点間の閉合差

②重複辺の較差

③基線ベクトルの環閉合差



(２)偏心補正計算









(３)三次元網平均



３）観測の重み





(４)平均計算後の観測値の単位重量当たりの標準偏差

(５)未知点座標の平均値の標準偏差

１）地心直交座標

２）測地座標



(６)ジオイド高算出のための補間計算

13．座標を変換して経緯度、子午線収差角及び縮尺係数を求める計算

(１)緯度 φ 及び経度 𝜆



((２)子午線収差角 γ 及び縮尺係数 𝑚



14．経緯度を変換して座標、子午線収差角及び縮尺係数を求める計算

(１)X座標及びY 座標

(２)子午線収差角 γ 及び縮尺係数 𝑚



15．ヘルマート変換

16．その他

　本計算式のほか、これと同精度又はこれを上回る精度を有することが確認できる場合に

は、当該計算式を使用することができる。


